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  地域連携システム（病診連携アシスタント） 文書作成 操作説明書 

(NECソフト 2008年 9月 5日版) 
 

 本説明資料では、紹介患者に関する文書を作成する地域連携システム「病診連携アシスタント」の操作手順を 

説明しています。本説明書では、以下の内容を説明しています。 
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1 オーダリングシステムからの起動 

 紹介患者に関する文書の作成・逆紹介状の作成は、オーダリングから地域連携システムを起動させて行います。 
 起動方法は患者一覧からの右クリックメニューとオーダ指示画面からの２通りあります。 
 
＜オーダリング 患者一覧からの起動＞ 
オーダリングの外来患者一覧画面または入院患者一覧画面で患者を右クリックして「地域連携」をクリックします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・紹介患者の文書を作成する場合。 

 →「3. 紹介患者の文書作成」(p6)へ進んで下さい。 

 ・虎の門病院から新規に他施設に患者を紹介する場合(逆紹介状の作成) 

 →「4. 逆紹介状の作成」(p12)へ進んで下さい。 

 

②患者を右クリックして「地域連携」
をクリックします。 

①外来患者一覧または入院患者一覧を表示します。 

 

③該当患者の文書作成を開始する、 
 「文書ポータル」が起動します。 

紹介患者は「紹介」列に

○がつきます 
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＜オーダリング オーダ指示画面からの起動＞ 
 (1)紹介患者の報告書を作成したいとき→「紹介」マークをクリックします。 
 (2)虎の門病院から他施設に新規の紹介状を作成→メニュー「オーダ」から「地域連携」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・紹介患者の文書を作成する場合。 

 →「3. 紹介患者の文書作成」(p6)へ進んで下さい。 

 ・新規に他施設に患者を紹介する場合(逆紹介状の作成) 

 →「4. 逆紹介状の作成」(p12)へ進んで下さい。 

[(2)逆紹介状の作成] 
②メニュー「オーダ」から「地域連携」を
クリックします。 

①文書を作成したい患者のオーダ指示画面を表示 

③該当患者の文書作成を開始する、 
 「文書ポータル」が起動します。 

 

 

[(1)報告書の作成] 
②紹介マークをクリックします。 
※紹介患者の場合にマークが 
表示されます。 
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2 文書ポータルの画面説明(概要説明) 

 文書ポータルには「他医療機関からの紹介患者用」「新規の紹介状」のタブがあります。 

 以下の[タブの説明]にある目的で、タブを切り替えて文書の作成を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   [タブの説明] 
タブ名称 説明 

他医療機関からの紹介患者用 他医療機関から紹介があった患者(紹介状を持ってきた患者 = 「紹介患
者」)の文書を作成する場所になります。 
ここで、紹介元の医療機関を選択して文書を作成します。 

新規の紹介状 「紹介患者」以外の患者の紹介状を新規に作成する場所になります。 

 
 
2.1. タブ毎に作成出来る文書の説明 
 

タブ名称 文書名称 説明 

診療情報提供書 ある医療機関からの紹介患者を、紹介元の施設
または違う施設に紹介する場合に作成します。 

診療報告書（初回・中間） 紹介患者を受診した後、紹介元に返す初回の報
告書です（必須）。 
また、経過を紹介元の施設に報告する中間報告
書としてもこの文書を使用します。 

診療報告書（最終） 紹介元の施設に紹介患者を返さずに当院で終了
する場合（診療情報提供書を作成しない場合）
の最終報告書です（必須）。 

他医療機関からの紹介患者用 

入院経過報告書 紹介患者が入院した場合に紹介元の施設に入
院経過報告を行う報告書です。 

新規の紹介状 診療情報提供書 「紹介患者」以外の患者の紹介状を新規に作
成します。 
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2.2. 文書ポータルの画面項目の基本説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域連携システムにて紹介受付を行う
と未作成の「診療報告書(初回・中間)」
「診療報告書(最終)」が表示されます。 

紹介元医療機関の一覧を表示します。 
一覧は紹介元の新しい順に表示されます。 

文書の作成や修正を行います。 

作成済の文書を引用して文
書を作成します 

未作成の文書に対して担当
者の変更が行えます。 

文書の削除を
行います。 

未作成文書の数が
表示されます。 
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3. 紹介患者の文書作成 

 
 ここでは、当院に紹介受付をした患者に対する文書の作成手順を説明します。 
 一人の紹介患者に対して、紹介元へは以下の流れで文書を作成して送付していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『診療報告書（初回・中間）』 の作成 （必須） 

『診療報告書(最終)』の作成 （必須） 

紹介状を持ってきた患者に対して、一番初めに作成する文書です。 
「文書ポータル」を開くと一覧に「未作成」状態の診療報告書(初回・中間)
があるので、それを選択して「文書作成」を開始します。 
 
※最初の診断で、紹介元へ返す場合は作成の必要はありません。 
 紹介元へ返す場合は、「診療情報提供書」を作成してください。 
 当院で終了する場合は「診療報告書（最終）」を選択してください。 

「文書ポータル」を開くと一覧に「未作成」状態の診療報告書(最終)がある
ので、それを選択して「文書作成」を開始します。 
通常、紹介元に患者を返さない最終の診療報告書が未作成で出来てい
るので、逆紹介になる場合には「文書作成」で編集画面を開いてから 
文書種別プルダウンで文書種別を変更して作成してください。 
 
以下の場合に文書種別を変更して作成を行います。 
・最終的に紹介患者を紹介元に返す場合 
  診療情報提供書 
 
※これらの文書を作成することで、最終報告となり紹介が終了します。 

『診療報告書（初回・中間）』の作成 （任意） 

紹介患者の診察経過を作成する文書です。「文書ポータル」の「新規文
書作成」を選択して「文書作成」を開始します。 

『入院経過報告書』の作成 （紹介患者入院時、必須） 

紹介患者が入院した場合の経過を作成する文書です。入院した翌日、 
「文書ポータル」を開くと「未作成」状態の入院経過報告書があるので、そ
れを選択して「文書作成」を開始します。未作成が無い場合にも「新規文
書作成」から作成することができます。 
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3.1「診療報告書（初回・中間）」の作成 

 
○文書ポータル 
 紹介患者の受付をすると、「文書ポータル」を開いたときに、受付日と紹介元が表示されます。 
 紹介元を確認して、未作成で出来ている「診療報告書（初回・中間）」を選択して「文書作成」ボタンをクリックして作成を 
 開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  (※補足) 何回も紹介状を持ってきている場合 ( 紹介元一覧の確認 ) 
    
 
 
 
 
 
 
 

※ここをクリックすると「これまでの紹介の一覧」が表示されます。該
当の紹介元がない場合は、クリックして確認をして下さい。 

①紹介元を確認します。 
 
※何回も紹介状を持ってきている患者は、 
 複数の紹介元が登録されています。 
※必ず紹介元を確認して下さい。 

 

②文書状況「未作成」の「診療報告書（初回・中間）」を選択します。 

③「文書作成」ボタンをクリックします。 

④「報告文書編集」画面が開きます。 

「○「報告文書作成」画面」(p 9)に続きます。 
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(※補足) 紹介患者の紹介元が表示されない場合 

 
 文書ポータルを開いて一番初めに「紹介情報が未登録」が表示される場合、あるいは紹介元の一覧(前ページの補
足参照)を確認しても該当の紹介元が存在しない場合は、医事課（医療連携部）で紹介受付をされずに診察に来てい
る可能性があります。 
この場合は受付で紹介元の情報を入力していないため、紹介元が表示されません。 
 
 「紹介元が未登録」の「新規文書作成」を選択して「新規文書作成」をクリックして文書を作成して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①紹介情報が未登録を選択します。 
 
 ※これまで紹介状を持ってきたことがなく、今回も予約
がないまたは紹介受付をしていない患者は自動で選択さ
れています。 

②「新規文書作成」を選択します。 

 

③「新規文書」をクリックします。 

④文書種別が未選択の「報告文書作成」画面 
 が開きます。 

⑤文書種別「診療報告書（初回・中間）」を選択し
て、文書の作成を開始します。 
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○「報告文書作成」画面 
 
 以下、「診療報告書（初回・中間）」を開いたときの入力項目の説明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (※オーダ取り込み画面の例) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「○文書の確定」(p 9)に続きます。 

地域連携システムにて受付された紹介元
医療機関が表示されます。 

紹介元の診療科と医師名が表示されま
す。変更することも可能です。 
※ここの部分は印刷されず、上のテキスト
入力エリアの文字が印刷されます。 

「オーダ取り込み」ボタンで、オーダ
より実施済みの「検査結果」「処方」
「注射」「輸血」の情報を取り込むこと
が可能です。 

文書の作成が完了したら「確定」
ボタンをクリックします。 

文書の「一時保存」、印刷イメージを確認する
「プレビュー」、「控え印刷」が可能です。 

連名医の医師名を入力可能です。 

「病名取込」ボタンで、オーダより病名を取り込むことが可能です。 

処方のサンプル画面 

病名取込のサンプル画面 期間を選択して、「検索」ボタンをクリックします。 
文書に取り込みたいオーダをチェックして、「決定」ボ
タンをクリックします。 

「来院の返信」か「中間報告」を 
選択します。 

フリー入力が可能です。入力して
いくと幅が拡張していきます。 
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○文書の確定 
 
 報告書作成画面で、「確定」ボタンをクリックすると、送付方法選択ダイアログが表示されます。 
 近傍のプリンタへ印刷されますので、送付方法コメントを選択し、部数を確認して「決定」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カルテに控えを挟むなど、控え印刷が
必要な場合にはチェックをつけます。 
（初期表示時、チェック有りです） 

「印刷」： 
  近傍のプリンタから報告文書が出力されます。 
  （本院）各科外来受付から発送を行います。 
  （分院）カルテに挟み、医療連携部から発送します。 
  患者様に直接手渡しする場合は近傍のプリンタから 
  出力されたものをお渡しします。 

文書が完成し、画面が
閉じられます。 
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3.2「診療報告書(最終)」の作成 

 
 紹介元への最終返書を作成します。 「文書ポータル」を開いたときに、文書状況が「未作成」の文書（「診療報告書（最
終）」）が表示されます。 
 紹介元に注意をして、この「未作成」の文書を選択して作成を開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①紹介元を確認します。 
 
※何回も紹介状を持ってきている患者は、 
 複数の紹介元が登録されています。 
※必ず紹介元を確認して下さい。 

 

②文書状況「未作成」の「診療報告書（最終）」を選択します。 

③「文書作成」ボタンをクリックします。 

④「報告文書編集」画面が開きます。 

⑤「診療報告書（最終）」以外の文書種
別を作成する場合は、この文書種別を
変更します。 
 
※文書種別については、「2.1. タブ毎に
作成出来る文書の説明」(p4)を参照し
てください。 

 

※文書の作成方法は、「○「報告文書作成」画面」」（p9）と同様です。 
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4. 逆紹介状の作成 

 
 当院から新たに他の施設へ紹介をする場合は、「新規の紹介状」タブを選択します。 
 「新規文書作成」を選択し、「新規作成」ボタンをクリックして、文書の作成を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「新規の紹介状」タブを選択します。 

 

②「新規文書作成」を選択します。 

③「新規文書」ボタンをクリックします。 

④「新規文書作成」画面が開きます。 

「○診療情報提供書作成」画面(p 13)に続きます。 



 13 

 
○「診療情報提供書作成」画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①紹介先を選択します。 
 
施設検索ボタンをクリックして紹
介先の施設を検索します。 

②「施設検索」画面が表示されます。 

③検索条件を入力して、「検索」ボタン 
 をクリックします。 

④検索条件に一致した施設の一覧が表示されます。 

⑤該当の施設を選択して、 
 「決定」ボタンをクリックします。 

⑥選択施設が反映されます。 

⑦「診療科」「医師名」が選択可能です。 
 
※診療科・医師名を選択すると、上のフ
リー入力欄に自動で転記されます。 

※フリー入力欄に医師名などフリー入
力も可能です。(なお、ここに表示されて
いる文字が印刷されます。) 
 
※診療科・医師名が登録されていない
場合(選択肢に無い場合)は、フリーで
入力をしてください。 

 

⑧診断内容、報告内容を記載します。 
 診療情報提供書の作成も基本的な入力は、紹介患者の文書
作成（p9 参照）と同様です。 

確定方法は「○文書の確定」(p 10)と同様になります。 
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(※補足) 紹介先施設がない場合、または未定の場合 
 
 

マスタに施設が存在しない場合 基本的には、医療連携部に連絡をして施設の登録を依頼して下さ
い。5分程度で完了します。 
どうしても時間がない場合などは、「紹介先が未定の場合」と同様に
作成してください。 

紹介先が未定の場合 紹介先が未定の場合は、以下の手順で作成をして下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②名称の表示されない施設が選択されます。 

 

③フリー入力欄になっていますので、適切な名称を 
 入力して下さい（医療機関の住所、機関名、診療科、
医師名など） 

①「施設手入力・未定」ボタンをクリックします。 

施設検索を行っても、該当施設が存在しなかった場合 
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(※補足) 定型句の使用方法 
 
○定型句の新規登録 
  定型句の新規登録は「科フォルダ」または「マイフォルダ」に行います。 
  それぞれのフォルダの下に追加でフォルダを作成し、その中に定型句を追加していきます。 
 

科フォルダ 診療科に所属する医師全員が参照・修正可能なフォルダ 

マイフォルダ 自分のみ参照・修正可能なフォルダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②「マイフォルダ」を右クリックします。 
※診療科で共通して使用する文言は「科フォルダ」を 
 右クリックします。 

③「新しいフォルダを作成する」を選択します。 

①「定型句入力」ボタンを
クリックします。 

④適当な名称でフォルダを作成します。 

⑤フォルダを選択して、右クリックでメニューを表示し、
「新しい定型句を作成する」を選択します。 

⑥定型にしたい文言を入力し、「確定」ボタン
をクリックします。 

以上で定型句の登録が完了しました。 
「閉じる」ボタンをクリックして画面を閉じます。 
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○定型句の引用 
 登録を行った定型句は、フリー入力可能なテキストエリアで挿入可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①定型句を挿入したいテキストエリアを選択します。 

③挿入したい定型句があるフォルダを展開します。 
 フォルダ名称の前にある丸をクリックすると展開される 
 ので、挿入したい定型句を選択します。 

④「選択」ボタンをクリックします。 

⑤定型句が挿入されます。 
 定型句一覧の「閉じる」ボタンをクリックして 
 閉じます。 

②「定型句入力」ボタンをクリックし、 
 定型句一覧画面を表示します。 
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5. 自分の未作成文書、作成済み文書の確認 

 自分の未作成文書や作成済文書を「文書ポータル」から確認することができます。 
 
 オーダリング画面の「地域連携」をクリックし、地域連携システムの「文書ポータル」画面を表示させます。 
 ※この時のオーダで選択した患者さんはどの患者さんでもOKです。 
 

○未作成文書の確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「未作成を選択」をクリックします。 

未作成の数が括弧書きで
表示されます。 

②「自分の未作成」を選択します。 

③検索ボタンをクリックします。 

自分の未作成の文書が表示されます。 
作成を開始したい文書を選択して、右下の決定ボタンをクリ
ックすると、該当患者の文書ポータルが表示されます。 
文書作成ボタンをクリックして作成を開始してください。 

所属診療科の未作成文書を確認するときは、②で「診
療科の未作成」を選択します。 
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○自分の作成済文書の確認 
 
 オーダリング画面の「地域連携」をクリックし、地域連携システムの「文書ポータル」画面を表示させます。 
 ※この時のオーダで選択した患者さんはどの患者さんでもOKです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「文書を選択」をクリックします。 

②検索日付を指定します。 

④検索ボタンをクリックします。 

自分の作成中、または作成済文書が表示されます。 

所属診療科の作成済文書を確認するときは、③で「診
療科の文書」を選択します。 

③自分の文書を選択します。 
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6. 紹介患者の紹介情報参照 

 オーダリング画面から地域連携システムを起動しなくても、紹介情報（紹介日、紹介元施設）を参照することが 
 できます。 
 
 オーダリング画面の外来患者一覧、入院患者一覧で紹介患者をクリックした際、画面上部に表示される患者情報の 
 右側に紹介マークが表示されます。この紹介マークをクリックすると紹介情報参照画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上 

紹介マークをクリックします。 


